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創業から受け継がれてきたＤＮＡ
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2050年に向けた挑戦
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・ 個社では解決できない大きな社会課題、協調領域での連携必須
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産学連携の国内好事例：SIP 革新的燃焼

・オープンラボを立上げ 同一の試験環境でデータ取得が可能に
・各大学・研究機関のデータからエンジン燃焼のモデル化を検討
⇒拠点化によってデータの収集・蓄積を加速化

参画している３７大学３研究機関
延べ６０以上の研究室が共用
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・ 学シーズ・産ニーズ
マッチング

・ 実用工学研究人材
の育成と適切な評価

・ チーム研究による
工学的価値の高い成果・ 成果を実用化へつなげる

開発、スピンオフベンチャー活躍

産産学学連携のあるべき姿

２

３

１

４

・ 産と学の資源の効果的活用

・ 成果を積極的に活
用できるルール

・ 協調領域の拡大 ・ 知の蓄積と技術伝承

・技組／オープンラボ拠点にてニーズ・シーズを探索、協調領域拡大
・国内外を含むマッチングで産産学学連携のスパイラルアップ

技術研究組合AICEの活動
・ 欧に対する危機感共有
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大学,VB

拠点のあるべき姿と機能

大学

企業
他のオープンラボオープンラボ

① 産学相互理解と
オープン性確保

③ 実験方法の共通化、
データや知見の
蓄積・共有化

② 大型設備の導入
共有運用、信頼性確保

企業

成果のスピンオフ
研究のスパイラルアップ

・拠点となる大学・研究機関・企業の設備共有、データ共通化。
・将来的にデータが蓄積され、過去の知見も含めて有効活用。
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産業競争力の強化に向けて

オープンイノベーションの積極活用
・企業間で協調すべき領域の提案と拡大施策
⇒ SIPに代表される産官学連携の活性化と持続担保
⇒ 地域拠点化の促進で、地域未来の基盤つくり
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競争力の向上

公的研究機関の参画
（大学、研発法人）

基礎～応用
一気通貫
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現在検討中： Society5.0による地域未来創生（案）
＜ねらい＞
・大学、自治体、複数企業連携で「農業・保育・防災」等の地域社会の
存立課題の解決と人材育成も含めたスマート地域社会の基盤実現

＜内容＞
・先進技術による地域社会の課題解決に向けた基盤つくりと実装

（自動運転、ロボティクス、燃料電池技術のスコープ拡大）
・農業、保育、防災など産業形成の難易度が高い公益的社会基盤の知能化

(IoTによる遠隔・即時・広域データ収集とＡＩによる知能化循環）
・次世代の地域の担い手人材の発掘、育成

（若手人材、社会人再教育による拠点人材の発掘と育成支援）

⇒ 日本の原風景、地域社会を持続する
新たなエコイノベーションシステム（拠点）づくりに貢献。

※現在、地域未来創生に向けたプロジェクトを産学官＋金融の準備チームで構想中
・地域未来の創生に寄与する産学官連携の大型共同研究
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社会連携講座「地域未来創生教育」
日本の原風景×Society5.0 で

持続性ある地域の未来を創生できる人材の育成

小型モビリティ

無電柱化

スマートハウス

地域未来創生教育講座

自動運転
と

燃料電池
による
地域未来
創生

モビリ
ティ・ロボ
ティクス
による
地域未来
創生

金融イン
フラ整備
による
地域未来
創生

アクティブラーニング
プログラム

八郷
未来

project

常総
復興

project

高大
連携

project

スローライフ

子育て環境の充実

見守りロボット・自動運転送迎

農業の生産性向上

農業用小型ロボット・画像認識

防災・減災の拠点形成

燃料電池・ビッグデータ予測

知能化



2030、2050年を見据えた拠点化の実現と地域未来の基盤つくりへ
具体的な産学官大型プロジェクトが必要。

・産業界は協調領域の拡大や未来産業形成に向けた長期的視点で
拠点化への貢献と地域未来に向けた産学連携を検討すべき。

・大学は、いまこそさらなる産産学学でオープンに連携、競争力意識した
チーム研究を促進する施策や拠点整備を推進すべきではないか。
（欧米の大学は規模、スピード、ネットワーク、セールスフォースで
競争力あり）

・ 日本の未来創生に向けて、大学・自治体・複数の企業群が、
地域の経済的・社会的な課題に積極的かつ具体的な取り組みを
積み重ねていくことが必要ではないか。

拠点化の実現～地域未来の基盤つくりに向けて～




